











































に＂爽”を l 体吊るした。 これは、鑑賞者を奥へと導くため
























を守り、次の世代の生命の誕生を待っているかのように 会期：2003年 2 月 15 日～28 日
存在するべきだと考えた。 会場グリ ーンヒルズ津山、城東地区、衆楽園ほか
上述の考えから、いちばん広い空間が与えられている 主催：「つやま芸術祭」推進委員会
主屋をメインの場所とし、主屋の最も太い梁に寄り添う 総合プロデユーサー ：北｝｜｜ フラム
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